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 『三次市史Ⅱ』遺跡・山城編 抜刷 2004 

 広島県立歴史民俗資料館『開館 30 周年記念 平成 21 年度秋の特別企画展 古代出雲と吉備の名宝-青銅と鉄と玉と-』 2009 

 

他、関係各遺跡の発掘調査報告書等。 

 

 メモ 



JR広島駅 　 9：00

移動 広島IC~三次IC経由

史跡　矢谷古墳（三次市東酒屋町） 10：30 11：10  

移動

史跡　寺町廃寺跡（三次市向江田町） 11：20 12：00 　

移動

昼食 12：10 12：50 　

移動

広島県立歴史民俗資料館
（三次市小田幸町）

13：00 14：10
常設展ならびに秋の特別企画展
「中国山地の原始・古代　～そ
の時、山は輝いていた～」見学

休憩・移動

史跡　浄楽寺・七ツ塚古墳群
（三次市高杉町）

14：30 15：30

移動 三次IC~広島IC経由

JR広島駅 17：00

古瀬教授と行く 広島歴史探訪フィールドワーク「遺跡の小宇宙̶三次」行程表

内　容 着時間 発時間 備　考



三次IC

昼食会場

1㎞

①史跡 矢谷古墳

②史跡 寺町廃寺跡

③史跡 浄楽寺
・七ツ塚古墳群

広島県立歴史民俗資料館

史跡 大当瓦窯跡
(寺町廃寺に瓦を
供給した窯跡。
併せて史跡指定)

史跡 陣山墳墓群

県史跡 下本谷遺跡
(三次郡衙跡)

県史跡 糸井大塚古墳

史跡 花園遺跡
県史跡 日光寺住居跡

県史跡 酒屋高塚古墳

宗祐池西1号墓

松ヶ迫遺跡群
(須恵器窯跡など)

塩町遺跡
(塩町式土器は広島県
北部一帯の弥生時代
中期後半の標式土器)

上山手廃寺

殿山第 38
・39 号墓

幸利遺跡
(三谷郡衙
跡説あり)

岩脇墳丘墓

県史跡 岩脇古墳

県史跡 若宮古墳

糸井塚ノ本古墳群

寺戸廃寺

四隅突出型墳丘墓　　　　古代寺院跡

「遺跡の小宇宙—三次」移動ルートと周辺の遺跡位置図（掲載した遺跡はごく一部のみです）

(S=1/25000)
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赤：今回見学するところ　　藍：その他の遺跡

昼食までの移動ルート
昼食後の移動ルート



MS2

MS1

矢谷古墳

■推定組合式木棺墓
■推定割竹形木棺墓
■箱形石棺墓
■土こう
■周溝内で土器が出土
　した範囲　※特殊壷
　・特殊器台は墳丘の
　北東半の北側と東側
　の溝内から出土

史跡　矢谷古墳  　吉備と出雲のはざまに造られた四隅突出型墳丘墓

矢谷古墳全景(南から)

矢谷古墳の平面形状

四隅突出型墳丘墓の分布
殿山38号墓出土の塩町式土器
(注口付大型脚付鉢) 塩町式土器の分布

MS2から出土したローマ帝国領内
で生産されたガラスを素材とした
可能性があるガラス小玉

弥生時代の墳墓→前方後円墳への形態変化
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特殊器台形埴輪

特殊壷・特殊器台

円筒埴輪・朝顔形埴輪

矢谷古墳出土の特殊壷・特殊器台・鼓形器台などの土器(一部)

特殊壷・特殊器台→埴輪への形態変化

弥生時代終末頃の三次の土器

特殊壷・特殊器台の分布

三ツ城古墳
（東広島市）

メスリ山古墳
（奈良県）

元稲荷古墳
（京都府）

都月坂 1号古墳
（岡山県）

宮山墳丘墓
（岡山県）

矢谷古墳
（三次市）

中山遺跡
（岡山県）

楯築墳丘墓
（岡山県）

楯築型　　　　　　立坂型　　　　　  向木見型　　　　　宮山型　　　　　　　　　　　　   都月型



飛鳥寺　　　　　　　　　 四天王寺　　　　　　　　　法隆寺　　　　　　　　　　 法起寺
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4 444

（6 世紀末～7世紀初頭）　　　　　  （7 世紀）　　　　　　　　   （7 世紀）　　　　　　　　　  （7 世紀）

栢寺廃寺で使用された笵型(SⅠ)がもたらされる

創建時の瓦(7世紀後半)
…素弁蓮華文軒丸瓦(S類)

安芸
備後

備中

神福寺廃寺

寺町廃寺

栢寺廃寺

大崎廃寺秦原廃寺

寺町廃寺

康徳寺廃寺

横見廃寺
明官地廃寺

上山手廃寺
寺戸廃寺

神福寺廃寺

補修時の差替え瓦(7世紀末頃)
…複弁蓮華文軒丸瓦(F類)

安芸
備後

出雲

備後

寺町廃寺
大当瓦窯跡

亀井尻瓦窯跡

小野・稲城遺跡

神戸寺境内廃寺

圏線
中房の圏線

蓮弁(複弁)

蓮子

圏線

蓮弁(素弁)

水切蓮子

凸中房

蓮弁(素弁)

蓮子

蓮弁(複弁)

珠文

中房の圏線
珠文帯

子葉

間弁

寺町廃寺跡出土の素弁蓮華
文軒丸瓦(水切り瓦)

寺町廃寺跡出土の
三彩陶器

寺町廃寺跡出土の軒丸瓦(水切り瓦)の文様の変遷と同笵・類似の瓦の広がり様々な伽藍配置(1は金堂、2は塔、3は講堂、4は中門)

発掘調査に基づいて復元された寺町廃寺跡の伽藍配置

寺町廃寺跡出土の軒丸瓦(水切り瓦)の文様

30m

SⅠ

SⅡ

SⅠ：栢寺廃寺で使用された笵型で作成。
SⅡ：SⅠをモデルに作成。寺町廃寺跡で
　　 出土した軒丸瓦の50％を占める。

FⅠA

FⅠA

FⅠA：当初は上山手廃寺の創建瓦。

FⅠB

FⅠB

FⅠC
K

補修時の差替え瓦(8世紀中頃～)
…複弁蓮華文軒丸瓦(F類)／
　素複混弁蓮華文軒丸瓦(K類)
FⅠB：8世紀中頃の補修瓦。
FⅠC：8世紀末頃の補修瓦。
K：奈良～平安時代前半の補修瓦。

複弁蓮華文(F類)

素弁蓮華文(S類)

素複混弁
蓮華文
(K類)

塔基壇出土状況

講堂基壇出土状況

史跡　寺町廃寺跡  『日本霊異記』に記された古代寺院「三谷寺」を探る

金堂…本尊を安置する仏殿
建物：桁行五間、梁間四間の四面庇入母屋造りと推定。
基壇：東西約15.7m、南北約13.4m、現存高約0.8m。
　　　外装はせん。南北に階段か。

塔…聖遺物をまつる建築物
建物：初層が一辺7.2m、軒出2.1m以上の三重塔と推定。
基壇：一辺約11.1m、心礎上面までの高さ約1.5m。
　　　外装はせん。北に階段あり、南にも階段か。
心礎：平面1.9×1.1m前後、厚さ1m以上の長方形。中央
　　　に径約44㎝、深さ21～22㎝のほぞ穴。

講堂…僧侶が説教・講義を開く堂
建物：桁行七間、梁間四間の二面庇切妻造りと推定。
基壇：東西約25.1m、南北約14.7m、現存高約0.7
　　　m。外装はせん。南に階段3か所あり。

回廊…各建物を結ぶ廊下
建物：外側が連子窓付きの壁、内側が通路の
　　　単廊と推定。
基壇：幅約4.6m、東西約42m。
　　　外縁に幅60㎝の犬走り状テラス。
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史跡　浄楽寺・七ツ塚古墳群  総計176基がひしめく古墳の丘

500m

1㎞

七ツ塚古墳群 60 基 ( 前方後円墳 1基、帆立貝形古墳 2基、方墳 2基、円墳 55 基 )

浄楽寺古墳群 116 基 ( 帆立貝形古墳 1基、方墳 17 基、円墳 98 基 )

横穴式石室

横穴式石室

※赤枠は発掘された古墳

史跡浄楽寺・七ツ塚古墳群周辺の地形図

三次盆地の小地域と古墳分布図 三次盆地の古墳の編年
墳丘の全長65mの帆立貝形古墳、
糸井大塚古墳

三次最古級の古墳、岩脇古墳

七ツ塚第40号古墳(円墳、径26m)

七ツ塚第20号古墳
(円墳、径21m)

七ツ塚第24号古墳(円墳、径25m)浄楽寺第37号古墳(2段築成の円墳、径29.5m、
葺石、周溝あり。埋葬施設は箱形石棺。)

浄楽寺第60号古墳(円墳、径19.5m)

浄楽寺第38号古墳
(円墳、径20m)

浄楽寺第1号古墳(2段築成の帆立貝形古墳、全長27.9m、葺石、周溝あり。)

浄楽寺第12号古墳(2段築成の円墳、径45.8m、葺石、周溝、埴輪あり。埋葬施設は2基の粘土槨、副葬品は短甲、勾玉など。両古墳群中最大。)

浄楽寺第61号古墳(方墳、一辺19m、葺石、周溝
あり。埋葬施設は箱形石棺、副葬品は鉄剣など。) 七ツ塚第9号古墳(両古墳群中唯一の前方後円墳、

全長29.5m、周溝、埴輪あり。)

七ツ塚第10号古墳(2段築成の帆立貝
形古墳、全長25.5m、周溝あり。)

七ツ塚第11号古墳(2段築成の帆立
貝形古墳、全長28.5m、周溝あり)

浄楽寺第41号古墳
(円墳、径23.5m)

浄楽寺第31号古墳
(円墳、径21m)

七ツ塚第26号古墳(円墳、径20.5m)

七ツ塚第15号古墳(2段築成の円墳、
径28.5m、葺石、周溝、埴輪あり。)

F3 群 F1 群

F2 群

F 群

E5 群

E4 群

E6 群
E3 群

E2 群
E1 群

E 群

D2 群

D3 群

D1 群

C2 群

C3 群

C1 群

B1 群

B2 群

B3 群

A1 群

A2 群A3 群

B 群

D群

C群

A群
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